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幌別東小学校と幌別小学校
統合後のより良い
教育環境のために　　

　
市
教
育
委
員
会
は
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
踏
ま
え
、

令
和
４
年
３
月
、
『
幌
別
東
小
学
校

の
統
合
に
関
す
る
方
針
』
を
策
定
し
、

令
和
７
年
４
月
１
日
に
、
幌
別
東
小

学
校
を
幌
別
小
学
校
に
統
合
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
７
年
４
月
の
統
合

に
向
け
、
『
幌
別
東
小
学
校
区
か
ら

の
通
学
路
』
や
『
踏
切
の
安
全
対
策

『
幌
別
東
小
学
校
で
取
り
組
ま
れ
て

き
た
特
色
あ
る
教
育
の
取
り
扱
い
』

な
ど
、
統
合
後
の
環
境
整
備
や
統
合

に
よ
っ
て
生
じ
る
課
題
へ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
た
め

て
両
校
の
保
護
者
や
地
域
住
民
の
参

加
に
よ
り
、
学
校
統
合
委
員
会
を
設

置
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
統
合
後
の
環
境
整
備

や
統
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
課
題
へ
の

対
応
方
法
に
関
し
、
学
校
統
合
委
員

会
か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
提
出
さ
れ

た
意
見
書
の
内
容
も
踏
ま
え
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
最

優
先
に
検
討
を
行
い
、
統
合
後
の
環

境
整
備
に
関
す
る
６
つ
の
基
本
項
目

に
つ
い
て
、
右
の
と
お
り
方
針
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
P 

T
A
総
会
な
ど
の
場
で
、
こ
れ
ら
統

合
後
の
環
境
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
説
明
す
る
予
定
で
す
。

　
統
合
後
の
学
校
生
活
に
関
す
る
こ

と
や
統
合
前
に
行
う
児
童
同
士
の
交

流
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
、

両
校
の
教
職
員
で
話
し
合
い
を
行
っ

て
決
め
た
後
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

学
校
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
３
月
を
も
っ
て

閉
校
と
な
る
幌
別
東
小
学
校
の
閉
校

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
中

心
に
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
話
し

合
い
を
始
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
統
合
に
向
け
て
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
不
安
を

抱
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

学
校
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

①幌別東小学校区からの通学について
　幌別東小学校区からの通学路については、鉄南ふれあい
センター付近踏切と小原製麺所付近の踏切のいずれかで線
路横断するルートとする。

②踏切への対応について
　通学時に生じる踏切横断時の安全対策については、学校
や家庭での交通安全教育を徹底するとともに、通学時の踏
切横断箇所を２カ所に限定し、登下校時に指導員を配置す
る。

③徒歩通学困難地域への対応について
　統合により、幌別東小学校区で生じる徒歩通学困難地域
（幸町及び新栄町）からの通学については、遠距離通学費
補助（通学に公共交通機関を利用し、交通費全額に市教育
委員会が補助）で対応する。

④特色ある教育の継承について
　幌別東小学校で取り組んでいる『幌別駒おどり』につい
ては、統合後の幌別小学校においても、総合学習の一環と
して取り組むことを基本とする。また、その取り組みに対
しては、幌別駒おどり保存会が中心となって支援すること
を前提とする。

⑤放課後子ども教室の統合後のあり方について
　幌別東小学校区で実施されている放課後子ども教室は休
止とし、新校区で同教室の趣旨を踏まえた事業を実施する
ことの必要性について、地域学校協働本部などで検討する
ことを期待する。

⑥児童同士の交流事業について
　統合前に実施する児童同士の交流事業については、統合
前の１年間（令和６年度）を通じて実施することとし、そ
の具体的な内容については、来年度、両校の教職員で組織
する（仮称）統合準備委員会で協議する。

　広報のぼりべつ2022年２月号で『幌
別東小学校と幌別小学校との統合に関
わる取り組み』をお知らせしました。
　今号では、幌別東小学校と幌別小学
校の統合に、より良い教育環境を整え
るための取り組みをお知らせします。
問い合わせ　教育部総務グループ
　　　　　　　　　（☎88１１００）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

両
校
統
合
後
の
環
境

整
備
に
関
す
る
方
針
に

つ
い
て

▶
地
区
別
検
討
委
員
会
に
お
け
る
議
論

６つの基本項目の方針

』
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ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
市
と

白
老
町
と
の
１
市
１
町
の
広
域
処
理

に
よ
り
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年

４
月
に
運
転
を
開
始
し
、
計
画
的
に

延
命
化
対
策
を
行
い
な
が
ら
運
転
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
方
向
性

と
し
て
、
運
転
開
始
か
ら
30
年
を
過

ぎ
る
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
４
月

以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
『
さ
ら
な
る
延
命
化
（
再

延
命
化
）
』
か
『
新
た
な
施
設
を
建

設
（
新
設
）
』
か
の
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
の
再
延
命
化
ま
た

は
新
設
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
場
合

も
、
ご
み
の
減
量
化
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
多
く
を
占
め
る

『
生
ご
み
』
や
『
紙
ご
み
』
『
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
の
新
た
な
分
別
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
、

検
討
結
果
を
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
２
０

２
３
年
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

　
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
方
や
市
民

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
『
登
別
市
環
境

保
全
審
議
会
』
に
市
の
案
に
対
し
て

の
見
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
パ
ブ

検
討
の
経
過

検
討
の
経
過

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
意

見
を
公
募
し
た
ほ
か
、
市
内
３
カ
所

で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。

　
住
民
説
明
会
で
は
、
再
延
命
化
と

新
設
の
比
較
検
討
の
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
一
定

の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
市
環
境
保
全
審
議
会

で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
の
議

論
が
行
わ
れ
た
結
果
、
『
提
示
さ
れ

た
案
に
つ
い
て
適
当
で
あ
る
』
と
の

回
答
を
受
け
ま
し
た
。

問い合わせ　環境対策グループ
（☎85２９５８）

令和１２年度以降のごみ処理施設の
在り方について

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
は
令
和
12

年
度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
令
和
21
（
２
０
３
９
）
年
度

ま
で
稼
働
さ
せ
る
再
延
命
化
が
妥
当

で
あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

『
生
ご
み
』
の
分
別
収
集
は
見
送
り
、

『
紙
ご
み
』
は
、
町
内
会
な
ど
で
取

り
組
ん
で
い
る
資
源
回
収
の
強
化
や

公
共
施
設
な
ど
で
の
拠
点
回
収
の
実

施
を
検
討
す
る
こ
と
、
『
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
』
は
、
将
来
的
に
分
別
収

集
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。 再

延
命
化
が
妥
当

再
延
命
化
が
妥
当

登別市・白老町

　市は、令和12（2030）年度以降のごみ処理施
設の在り方について検討の結果、クリンクルセ
ンターを令和21（2039）年度まで稼働（再延命
化）させることを決定しました。

　クリンクルセンターを令和21（2039）年度まで
稼働することを決定しましたが、更なる将来を見
据えた場合、ごみの減量化については、市民の意
識を高め、取り組んでいく必要があります。
　市は、令和５年度に、生ごみの減量化につなが
る『家庭向け電動生ごみ処理機や生ごみ堆肥化容
器（コンポスト）の購入に対する支援』や紙ごみ
の減量化につながる『紙ごみを無料で持ち込める
回収拠点のクリンクルセンターへの設置』を行う
予定です。
　ごみは、市民一人ひとり
の取組で、減量化すること
ができます。将来の登別に
向けて、皆さん、一緒に取
り組んでいきましょう。

方
針
策
定
の
経
過

方
針
策
定
の
経
過

ごみの減量化に
向けて
ごみの減量化に
向けて

　　▶
市公式
ウェブ
サイト

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2021021500032/

